
統計者を含めたジグソー法の応用（TBL?）での
分野横断型教育モデルの導入 

1 

■ジグソー（JIGSAW）法 
文章の断片の代わりに互いに異なる事例を勉強したあとで、自分が勉強した事例のグ
ループの代表選手として他の事例を勉強した代表選手と一緒にジグソーグループを編
成し、相互の共通性や相違点を比較検討（参照：熊本大学公開資料） 
■知識構成型ジグソー法 
ジグソー法とは異なり、ジグソー活動で意識交換、統合、最後は一人で検討（参照：
大学発教育支援コンソーシアム推進機構、CoREF） 
■チーム・ベースド・ラーニング 
学んだ知識を実際に使う演習を通じてグループで協働して考え、主体的に学ぶ学修形
態のこと（参照：私立大学情報教育協会） 

• 各分野を学んだ学生が
チームを組み議論 

• 遠隔地もネットで対応 


